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量子鍵配送(QKD: Quantum Key Distribution)とは、光子の量子力学的な性質を利用することによ

り、盗聴されることなく二拠点間で暗号鍵を共有する技術である。量子鍵配送技術により共有さ

れた暗号鍵を次々に更新しながら利用することで、理論上盗聴不可能な暗号データ通信が実現で

きる。本発表では、開発した量子鍵配送装置に関連する、(1)高速化技術、(2)安定稼働技術、(3)

システム化技術について説明する[1]。 

高速化のポイントは、光子検出素子 APD(アバランシェフォトダイオード)の高速ゲート駆動に

ある。自己差動型光子検出機制御機構を導入することにより、光子検出素子の出力から周期ノイ

ズを除去し、1GHz での駆動を実現した[2]。安定稼働のポイントは、送信器と受信器とのタイミ

ング同期にある。ファイバーの振動や温度変化等の外乱の影響を抑えるため、アクティブ安定化

機構を導入した。これにより、ファイバー経路長等の変動を補正し、安定動作を実現した[3]。シ

ステム化にあたり、装置の運用性能を高めるための機能開発を行った。具体的には、操作性向上

のための自動起動機能、部品の健全性モニタリング機能等である。 

これら開発した装置及び技術は、45kmの実ファイバー環境での長期運用により検証を行った。 

 

※ 本研究の一部は，国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）の委託研究「セキュアフォト

ニックネットワーク技術の研究開発」により得られたものである。 
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